ドナー始原生殖細胞のレシピエント胚における動態の解析

○家禽太郎１・家禽次郎１・家禽三郎１・家禽四郎１・家禽五郎２（１生物研・２国立環境研）

 ［目的］最近、特定の集団ではあるものの、白色レグホーン種と横斑プリマスロック種の１塩基多型をPCRで判別する方法が開発され、キメラニワトリ作出の際の、ドナー細胞のレシピエント胚における動態を解析することが可能になった。そこで、血液より採取した始原生殖細胞を胚盤葉（ステージX）に移植した場合、正常にレシピエント胚生殖巣に移住できるかどうか調べた。［方法］実験1：初期胚血液より始原生殖細胞を採取し、GFP遺伝子を導入した後、胚盤葉へ移植した。レシピエント胚は体外培養法を用いて6日間培養した後GFP遺伝子の発現を観察した。実験2：横斑プリマスロック種初期胚血液より始原生殖細胞を採取し、白色レグホーン種胚盤葉へ移植した。レシピエント胚を体外培養法により17日間培養した後、血液及び生殖巣を採取し、DNA抽出後、Harumiら(2004)の方法により横斑プリマスロック種由来細胞の存在を調べた。［結果］実験1：処理胚の生存率は、培養3日目90.5% (19/21)、6日目81.0% (17/21)であった。孵卵2日目の血流を観察したところGFP陽性細胞が認められ、形態から始原生殖細胞であることが確認された。6日胚生殖巣を観察したところ、全ての胚においてGFP 遺伝子の強い発現が観察された。実験2：処理胚の生存率は、培養3日目80.0% (32/40)、17日目62.5% (25/40)であった。17日胚より採取した血液と生殖巣について、ドナー細胞である横斑プリマスロック種由来の細胞の存在を調べたところ、血液中には存在は認められなかったものの、生殖巣では全ての胚においてその存在が確認された。以上の結果より、血液より採取した始原生殖細胞を胚盤葉へ移植した場合、移植した始原生殖細胞は正常にレシピエント胚生殖巣へ移住できることが明らかとなった。また、1塩基多型を利用した品種識別法は長期間にわたる追跡が可能であり、移植細胞の消長の解析に有用であると考えられた。
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演題希望分類：

（遺伝・育種、繁殖・生理、疾病、飼料・栄養、経営・管理・畜産物利用、より選択する。）

優秀発表賞の対象者：

（講演者が発表時点で満30歳以下の場合は、◎印を付ける。）

